
岩 ⼿ 県

岩手県自転車活用推進計画の指標の進捗状況等について

（令和４年度末時点）



岩手県自転車活用推進計画の指標 岩 ⼿ 県

１

岩手県自転車活用推進計画では、「利用環境」、「健康づくり」、「観光振興」、「安全安心」の４つの取組分野ごとの施策
を着実に推進するため、次のとおり指標を設定しています。



指標の進捗状況（令和４年度末時点） 岩 ⼿ 県
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施策８
学校における交通安全活動
の推進

施策７
自転車の安全利用の促進

施策６
地域特性を生かしたサイク
リング環境の提供

施策５
地域資源を生かしたサイク
ルツーリズムの推進

施策４
自転車を活用した健康づく
りの推進
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令和４度の主な取組内容担当部局

ふるさと振興部
県土整備部

総務部
復興防災部

教育委員会事務局
警察本部

ふるさと振興部
県土整備部

教育委員会事務局
警察本部

盛岡市自転車ネットワーク計画に位置付けられた
県管理道路(一般国道455号等８路線)の自転車通
行空間詳細設計、工事を実施(県土整備部)

市町村道事業担当者会議で各市町村の自転車活用
推進計画策定に向けた留意点等を説明するなど市
町村自転車活用推進計画策定に向けた支援を実施
(県土整備部)

いわてスポーツコミッションのホームページによ
りサイクリングイベントを掲載(文化スポーツ部)

県内各地を巡るウォーキング(サイクリング)マッ
プや省エネ・節電キャンペーンなどにより自転車
利用の促進に向けた広報を実施(環境生活部・保
健福祉部)

先進県や県内市町村の取組事例等の情報収集を実
施した他、有識者等からなる「岩手県広域サイク
リングルート検討会議」を設置し、ルート検討に
着手(県土整備部)

自転車利用者へ提供するサービスの充実を図り、
自転車を活用した観光振興を促進するため「いわ
てサイクルステーション」登録制度を創設(県土
整備部)

小中学生を対象にしたシミュレーターを活用した
参加体験型の安全教育や自転車の安全利用推進期
間の設定・広報等による安全啓発を実施(復興防
災部・警察本部)

県南、沿岸及び県北広域振興局管内の高校(全56
校)に対し、生徒の自転車通学ルートや自転車利
用ルールなどに関するアンケート調査を実施(県
土整備部)

県土整備部
警察本部

施策 指標

県土整備部

文化スポーツ部
県土整備部

教育委員会事務局
警察本部

商工労働観光部
県土整備部

総務部
文化スポーツ部

環境生活部
保健福祉部
県土整備部

県管理道路における自転車
通行空間の整備延長

自転車関連の大会等への参
加者数

市町村自転車活用推進計画
策定数

施策１
自転車通行空間等の整備や
維持管理の推進

施策３
サイクルスポーツ振興の推
進

施策２
まちづくりと連携した自転
車利用環境の整備の推進
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指標の主な取組内容① 岩 ⼿ 県
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【Ⅰ 利用環境】
目標：自転車の利用拡大のための環境創出

指標１ 県管理道路における自転車通行空間の整備延長(県土整備部、警察本部)

現状値(Ｒ元) 0.0km ⇒ 目標値(Ｒ７) 16.0km

○令和４年度実績値：0.9km

主 な 取 組 内 容 ：盛岡市自転車ネットワーク計画に位置付けられた県管理道路(一般国道455号等

８路線)の自転車通行空間詳細設計、工事を実施(県土整備部)

令和4年度に自転車通行空間詳細設計を実施した県管理道路

令和４年度施工状況（（主）盛岡横手線）

施工後の供用状況（（主）盛岡横手線）
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【Ⅰ 利用環境】
目標：自転車の利用拡大のための環境創出

指標２ 市町村自転車活用推進計画策定数(県土整備部)

現状値(Ｒ元) 0市町村 ⇒ 目標値(Ｒ７) 6市町村

○令和４年度実績値：３市町村

主 な 取 組 内 容 ：市町村道事業担当者会議で各市町村の自転車活用推進計画策定に向けた留意点等を

説明するなど市町村自転車活用推進計画策定に向けた支援を実施(県土整備部)

盛岡市自転車活用推進計画
（R３.３策定）

北上市自転車活用推進計画
（R３.３策定）

陸前高田市自転車活用推進計画
（R２.５策定）

指標の主な取組内容②
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【Ⅱ 健康づくり】
目標：自転車利用の促進による健康増進

指標３ 自転車関連の大会等への参加者数(文化スポーツ部、県土整備部、教育委員会事務局、警察本部)

現状値(Ｒ元) 2,776人 ⇒ 目標値(Ｒ７) 4,000人

○令和４年度実績値：1,516人

主 な 取 組 内 容 ：いわてスポーツコミッションのホームページによりサイクリングイベントを掲載

(文化スポーツ部)

（出典：ツール・ド・三陸～サイクリングチャレンジ2022～ 特設ホームページ）

指標の主な取組内容③
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【Ⅱ 健康づくり】
目標：自転車利用の促進による健康増進

指標４ 自転車を利用する運動を実施した県民の割合(総務部、文化スポーツ部、環境生活部、保健福祉部、

県土整備部)

現状値(Ｒ元) 8.2％ ⇒ 目標値(Ｒ７) 12.0％

○令和４年度実績値：10.5％

主 な 取 組 内 容 ：省エネ・節電キャンペーンなどによる自転車利用の促進に向けた広報や県内各地を

巡るウォーキング(サイクリング)マップの作成を実施(環境生活部・保健福祉部)

地域のお宝を巡るウォーキング(サイクリング)マップの作成（出典：R4年度 地域のお宝さがしてプラス2000歩マップ）

指標の主な取組内容④
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【Ⅲ 観光振興】
目標：サイクルツーリズム等の推進による観光振興

指標５ 路面表示や案内看板が整備された複数市町村に跨る広域的なサイクリングルート数

(商工労働観光部、県土整備部)

現状値(Ｒ元) 0ルート ⇒ 目標値(Ｒ７) 4ルート

○令和４年度実績値：0ルート

主 な 取 組 内 容 ：先進県や県内市町村の取組事例等の情報収集を実施した他、有識者等からなる「岩

手県広域サイクリングルート検討会議」を設置し、ルート検討に着手(県土整備部)

指標６ サイクリスト受入環境が整備されている道の駅数(ふるさと振興部、県土整備部)

現状値(Ｒ元) ２駅 ⇒ 目標値(Ｒ７) 11駅

○令和４年度実績値：16駅

主 な 取 組 内 容 ：自転車利用者へ提供するサービスの充実を図り、自転車を活用した観光振興を促進

するため「いわてサイクルステーション」登録制度を創設(県土整備部)

サイクルラック、自転車修理用工具、空気

入れポンプなどの自転車利用環境が整備された

施設を県内のサイクリング拠点として県が登録

する「いわてサイクルステーション」登録制度

を創設。※ 令和４年４月１日から運用開始

【登録要件】

県内に所在し、次の①～⑤を満たす施設。

①トイレ、②休憩所、③サイクルラック、

④自転車修理用工具、⑤空気入れポンプ

「いわてサイクルステーション」登録制度のリーフレット

指標の主な取組内容⑤
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【Ⅳ 安全安心】
目標：自転車を安全に安心して利用できる社会の実現

指標7 自転車が関係する交通事故件数(総務部、復興防災部、教育委員会事務局、警察本部)

現状値(Ｒ元) 248件以下 ⇒ 目標値(Ｒ７) 198件以下

○令和４年実績値 ：182件

主 な 取 組 内 容 ：自転車の安全利用推進期間の設定・広報等による安全啓発や小・中学生を対象にし

たシミュレーターを活用した参加体験型の安全教育を実施(復興防災部・警察本部)

自転車安全利用推進期間の設定・広報による安全啓発
（出典：岩手県交通安全対策協議会ホームページ）

令和４年度 シミュレーターを活用した安全教育の実施状況
（提供：岩手県警察本部）

指標の主な取組内容⑥
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【Ⅳ 安全安心】
目標：自転車を安全に安心して利用できる社会の実現

指標8 道路管理者が自転車通学ルートの安全点検を実施した高校の割合(ふるさと振興部、県土整備部、

教育委員会事務局、警察本部)

現状値(Ｒ元) 0.0％ ⇒ 目標値(Ｒ７) 100.0％

○令和４年度実績値：0.0％

主 な 取 組 内 容 ：県南、沿岸及び県北広域振興局管内の高校(全56校)に対し、生徒の自転車通学ルー

トや自転車利用ルールなどに関するアンケート調査を実施(県土整備部)

県南、沿岸及び県北広域振興局管内の高校を対象とした自転車通学ルートに関するアンケート調査の例

指標の主な取組内容⑦


